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いまこそ憲法を守り生かそう！！ 
日本国憲法をめぐる激しいせめぎあい！ 
 67 回目の憲法記念日─5 月 3 日は全国各地で、集団的自衛権行使容認反対、9

条破壊許すな、立憲主義を守れ、憲法を守り生かそう、安倍政権の暴走ストッ

プ！！などを掲げ、集会、講演会、学習会、デモ・パレード、宣伝･署名活動など

が多彩に取り組まれました。 

東京では 14 回目となる「生かそう憲法 輝け 9 条 5･3 憲法集会＆銀座パレ

ード 2014」が行われ大成功しました。集会ではジャーナリストの津田大介さん、

学習院大学教授の青井未帆さん、社民党党首の吉田忠智さん、日本共産党委員長

の志位和夫さんがスピーチしました。17 の分野･課題を 1 分間で訴える「リレー

スピークアウト」も行われました。 

集会後パレードが行われ、連休で賑わう銀座にシュプレヒコールを轟かせまし

た。参加は昨年を大きく上回る 3700 人でした。 

一方、安倍首相は武器や原発売り込みの旅行中、集団的自衛権行使容認を求め

る安保法制懇報告が来週にも出されることを明らかにしました。また 5 月 1 日に

超党派の議員らによる新憲法制定議員同盟（中曽根元首相が会長）が「大会」を、

3 日には「新しい憲法をつくる国民会議」が 400 人ほどの集会を行っています。

連休明けには衆院憲法審査会で手続き法「改正」が強行されようとしています。 

激しいせめぎあいのなか、解釈でも立法でも明文でもあらゆる改憲策動を許さ

ず、「改憲反対、9 条守れ、憲法を生かそう」の世論と運動を大きくしましょう。 

 

８日衆院憲法審査会 自治労連副委員長が参考人に 
5 月 8 日（木）９時から２回目の参考人質疑が行われます。自治労連の松繁美

和副委員長が参考人の１人となります。休憩後の日程は７日に確定しますが、予

定では 14 時～16 時の質疑がおこなわれます。日本共産党笠井亮委員が３０分

の質疑を行います。また要求によって委員外議員として吉川元議員（社民党）も

質問にたちます。 

憲法審査会の傍聴をしましょう！  

傍聴申し込みは、７日（水）17 時までに憲法会議へ、氏名、年齢、男女、職

業をお知らせ下さい。傍聴券を確保します。当日は８時 50 分衆院議面集合です。 

 

５･13「戦争する国」はイヤだ！国会包囲ヒューマンチェーン 
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 安保法制懇の報告書が提出されると言われている 5 月 13 日（火）、12 時～１

３時 30 分、衆院第２議員会館を起点に国会包囲のヒューマンチェーンを行いま

す。主催･呼びかけは憲法会議なども参加する「解釈で憲法９条を壊すな！実行委

員会」です。 

 

九条の会の取り組み 

◇九条の会事務局主催学習会「とめよう！安倍政権の『戦争する国』づくり」 

5 月 15 日（木）18 時 30 分～21 時／東京しごとセンター講堂／講師とテーマ

─○山内敏弘一橋大学名誉教授「立憲主義と平和主義を破壊する安保法制懇報告」

○渡辺治一橋大学名誉教授「集団的自衛権行使容認のねらいとたたかいの展望」

／事前申し込み丌要、資料代 1,000 円 

◇九条の会発足 10 周年講演会「集団的自衛権と憲法 9 条」 

6 月 10 日（火）18 時～／渋谷公会堂／参加＝呼びかけ人・大江健三郎、奥平康

弘、澤地久枝、ほか／事前申し込み（九条の会事務局☎03-3221-5075 

fax03-3221-5076）／前売 1,000 円 

 

秘密保護法廃止へ！ ハルペリン氏を迎えた諸行動 

昨年、日本の秘密保護法制定に際し、異をとなえたアメリカ NSC 元高官で現人

権活動家のモートン・ハルペリン氏が来日します。 

◇超党派議員と市民のハルペリン氏講演会 5 月 8 日（木）12 時～14 時、衆

院第１議員会館国際会議場 

◇秘密保護法廃止へ国際シンポジウム（主催＝「秘密保護法廃止へ！実行委員会」

も参加する「国際シンポ実行委員会」） 5 月９日（金）18 時 15 分～20 時 45

分、全電通会館多目的ホール ハルペリン氏が講演 

◇秘密保護法廃止国際シンポジウム（主催＝日本弁護士会連合会） 5 月 10 日

（土）17 時～、弁護士会館２F クレオ ハルペリン氏と西山太吉氏が講演 

 

6･17 解釈で憲法 9 条を壊すな！ 集団的自衛権行使容認反対大

集会（仮称） 
6 月 17 日（火）18 時 30 分～（予定） 日比谷野外音楽堂／主催＝解釈で憲法

９条を壊すな！実行委員会 

 

この他、民主団体による秘密保護法廃止に向けた議員要請行

動、共同センターの行動、民意が届く選挙制度実現の国会行

動など多様な行動が予定されています。（詳報続報） 

 

※憲法会議は「憲法問題学習資料集⑤」（集団的自衛権資料満載）、リーフレット

「集団的自衛権を考える」、リーフ「秘密保護法って？」などを普及中です。 


